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メディカルモジュール・機器分野をターゲットとした市場ニーズ志向の
製品具現化促進システムの確立

地域イノベーション戦略

　長野県産業の強みである超精密技術と大学等の素材技術シーズを融合した研究シーズ志向の産学官連携システムと、
医療現場ニーズに応える市場ニーズ志向の製品具現化促進システムを発展させ、次世代産業の核となるスーパーモ
ジュール供給拠点の形成を目指しました。さらに、地域企業の優れた技術の海外企業への売込みや海外の大学・研究機
関等とのネットワーク構築による国際展開を推進し、国際競争力のあるメディカル機器産業の集積・形成を目指しました。

●国際競争力強化地域（平成23年～27年度）

次世代産業の核となるスーパーモジュール
供給拠点（長野県全域）

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…長野県経営者協会
学…信州大学
官…長野県
金…八十二銀行

http://www.pref.nagano.lg.jp/mono/sangyo/shokogyo/gijutsu/medical.html

　企業の超精密技術等のシーズを生かした医療現場のニーズに応える製品を生み出す
産学官連携の仕組みが構築されつつあります。この仕組みにより、例えば超高速
RT-PCR装置（核酸増幅装置）のような国際競争力ある機器が開発され、製品化に向
けた準備が進められています。
　さらに、企業の国際的な販路開拓に対する支援を通じて、国内外の支援機関との連
携体制を構築し、国際競争力のあるメディカル機器産業の集積・形成に向けた端緒を
開くことができました。

【代表的な成果】

1. 超高速RT-PCR 装置及び検査キットの試作化

　セイコーエプソンからの招へい研究者は、超高速RT-PCR装置（核酸増幅装置）と核

酸抽出装置の試作化及び基本性能の確立に取り組みました。RT-PCR装置に独自開

発した「液滴昇降技術」を用いることにより、従来の方法では病原体のターゲット遺伝

子の増幅に６０分以上の時間を要するところを、１０分以内に行うことが可能となりまし

た。また、超高速RT-PCR試作機に核酸抽出機能を搭載することにより、全自動遺伝

子検査装置の試作にも成功しました。今後は、更に高速･高感度な新機種の試作を進

める予定です。

2. 蛍光磁性ビーズを用いた高感度臨床検査システムの研究開発・実用化

　多摩川精機からの招へい研究者は、蛍光磁性ビーズを利用することにより、１０分以

内に各種疾患マーカーを測定することが可能な高感度臨床検査システムを開発しまし

た。蛍光磁性ビーズの磁気捕集による抗原抗体反応の迅速化や、蛍光測定による高感

度検出等の基礎技術を確立するとともに、蛋白質疾患マーカーのみならず低分子疾

患マーカーの測定法や複数の疾患マーカーを同時測定する方法を開発しそれらを自

動的に測定する装置を試作しました。本システムにより疾患マーカーの高精度・高感

度検出や診断の高速化が図られ、疾患の早期発見が期待されます。

3. 中小企業の医療機器分野参入モデル事例の創出と国際的な販路開拓支援体制の構築

　中小ものづくり企業5社で構成する任意団体「SESSA中小企業医療機器開発ネッ

トワーク」の医療機器ビジネスへの参入活動を支援しました。ドイツで開催される世

界最大の医療機器製造展「COMPAMED」への出展では、SESSA参加各社が持つ

卓越した部品加工技術を生かして試作した内視鏡処置具を展示し、各社の技術力を

わかりやすい形で見える化したことにより、医療機器ODM、医療機器用部品加工等

の商談のきっかけを得ることができました。

　また、「COMPAMED」への共同ブース設置等の経験を生かし、県内企業のマイクロ

ストーンは世界最大の医療機器展「MEDICA」にも単独出展するなど、継続的な海外

販路の開拓につながっています。

　このような支援を通じて、国内外の機関とのネットワークが形成され、県内企業の

販路開拓支援を効果的に行える体制を構築することができました。

　これまでの取組で蓄積された、県内ものづくり産業のメディカル関連分野への展開についての、長野県テクノ財団や信州大学など県内の
大学及び産業支援機関等の支援ノウハウ・体制及び国内外の大学・産業支援機関等との連携体制を、より高度に活用しながら、「医療現場等
やメディカル関連産業の課題解決ニーズと県内企業の技術シーズとのマッチング支援」、「課題解決方策の創出に最適な産学官共同研究開
発コンソーシアムの構築・運営支援」、「研究開発された課題解決方策の早期事業化のための内外市場への展開支援」等の取組を通じて、
県全体としての県内企業への支援機能を充実させ、引き続き「市場ニーズ志向の製品具現化促進システム」の更なる高度化を目指します。

SESSAが開発した超微細粒ステンレス鋼製内視鏡鉗子

マイクロストーンが開発した体幹歩行動揺計
 （歩行状態の可視化・分析が可能）

超高速RT-PCR 装置及び検査キット

蛍光磁性ビーズを用いた高感度臨床検査システム

市場ニーズ志向の製品具現化促進システムの確立
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産学官連携による有機エレクトロニクス技術の事業化
～山形モデルの地域イノベーションシステムの構築～

地域イノベーション戦略

　産業界、大学、行政機関の力を結集し、山形の強みである有機ＥＬ照明をはじめとした有機エレクトロニクス（有機
ＥＬ、有機太陽電池、有機トランジスタ）技術と新型リチウムイオン電池の更なる発展と地域における産業化の促進に
取り組むことにより、山形モデルの地域イノベーションシステムを確立し、本県に有機エレクトロニクス関連産業の集
積を図り「有機エレクトロニクスといえば山形」の実現を目指します。

●国際競争力強化地域（平成23年～27年度）

山形有機エレクトロニクス
イノベーション戦略推進地域

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…山形県中小企業団体中央会、
　　山形県企業振興公社、
　　山形県産業技術振興機構
学…山形大学
官…山形県、米沢市
金…山形銀行、荘内銀行、
　　きらやか銀行

http://inoel.yz.yamagata-u.ac.jp/

　「有機エレクトロニクスといえば山形」実現のために、有機エレクトロ
ニクス技術・蓄電技術実用化の技術開発とともに、有機EL照明について
は、山形県内パネルメーカー2社とともに市場開拓・事業化に取り組み、
県内外120以上の施設へ導入を実現しました。また、有機EL照明の特徴
（高演色性、低発熱、平面発光等）を活かした商品開発に取り組みました。

【代表的な成果】
1. 透明フレキシブル有機EL照明パネルの創出
　有機ELは、薄型・軽量・高効率な面光源である上に、透明化・フレキシ
ブル化が可能であることから、LEDとは異なる照明の提供が可能です。
山形大学有機エレクトロニクスイノベーションセンター（硯里善幸准教授）
では、透明かつフレキシブルな有機EL照明パネルの開発に成功しました。
今回開発したパネル（45×110mmサイズ）の特筆すべきは薄さと軽さで
あり、厚み250μm、重さ1.2gしかありません。LED照明では達成困難
な、新しい照明・イルミネーションの登場が期待されます。また、有機EL
層（多層積層構造）の一部を、低コスト化が可能な溶液プロセスによって
成膜していることも、本パネルの特徴です。

2. 超軽量薄型・高密度型の新型リチウムイオン電池材料の開発
　製造長100m超級のセパレータ実証稼働に公的機関では世界で唯一成
功しました。この技術をベースにしたセパレータをハイブリッド化すること
で－40℃でも稼働する新型電池の開発に成功し、現在は電気自動車や
寒冷地向け救命用ボートへの適用を目指した産業適用試験を実施中です。
また、電池材料・電池試作・電池評価・安全性適用・電池制御回路・モータ
適用などの商品化に関する一連の開発施設を飯豊町に整備しました。

3. 有機ＥＬの主な事業化実績
（1）携帯型有機ELナースライト
　夜間巡回に眠りを妨げない電球色、正確な発色確認が可能な白色の2
　色切替え、点滴落下速度確認機能、安全クリップ等を付与して、従来よ
　りも重量・サイズ共に2/3にブラッシュアップし、大手企業へのOEM
　供給も始まりました。今後は、介護分野への売り込みや世界市場参入
　を図り、更なる販路拡大を目指します。

（2）次世代展示ケース
　トップレベルの低損傷係数とグレアが無い有機EL照明の特性を活かし
　東京国立博物館の協力を得て、オール山形で製造しました。同博物館に
　おける展示会では、展示物が柔らかい照明により縄文模様が鮮明に観察
　できるとして好評を得ました。現在、同仕様は大手企業のカタログに掲
　載され、また今後、既存展示ケースの照明入替需要にも期待が寄せられ
　ています。

　有機ELでは、コーティングを基礎技術として、有機EL照明開発に必要な技術分野で産業化のキーテクノロジー開発を進めました。幅
広い業種の企業等との連携が進み、プラットフォームを形成しつつあります。今後は、この成果を利用し地域連携に繋げます。蓄電部門
は、サプライチェーン連携により45社以上との共同研究が進み、自立した開発体制の整備も整いました。
　また、更なる有機EL照明市場の形成促進のために、今後とも（1）パネルメーカと地域企業の連携と首都圏での情報受発信拠点開設によ
る市場開拓、（2）中核企業育成と大手企業及び他地域（国際地域含む）との連携等による競争力強化等を中心に取組を継続していきます。

有機ＥＬの主な事業化実績（左 :ナースライト、右 : 展示ケース）

透明フレキシブル有機 EL 照明パネルの創出

ハイブリッド型セパレータを活用した－40℃耐性の LIB 開発

有機エレクトロニクスの研究開発と事業化の進展

事業成果

自立化に向けた取組


